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エコパークスキルアップ講座第四回開催しました！
　９／２８（月）に、エコパークスキルアップ講座第四回を開催しました。今回は、第三回まで
の観察会とは場所を変えて、鳥倉キャンプ場から鳥倉山までを周遊しました。
　南アルプスの森林は、標高によって生育している樹木の種類が異なることが知られています

（表１）。第三回までの観察会会場の私有地は、標高１１００ｍ付近で低山帯に位置します。今回の
鳥倉キャンプ場から鳥倉山は、標高１７００～２０００ｍに位置し、ちょうど山地帯から亜高山帯に変
わるあたりになります。鳥倉キャンプ場には、ウラジロモミ（写真１）やミズナラの木が見ら
れましたが、標高１９００ｍあたりまで登ると、シラビソ（写真２）やコメツガが見られるように
なりました。

ウラジロモミもシラビソもマツ科モ
ミ属で、若い枝を観察してみると、一
見同じように見えますが、枝に線状の
深い溝がある方がウラジロモミとのこ
とでした（写真３，４）。

　観察会では、樹木だけではなく、花、
岩石、キノコなども適宜観察しながら
歩きました。鳥倉山（写真５）周辺は
概ね緑色岩からなりますが、鳥が池の
あたりは、蛇紋岩の分布域があります。
ここで、南アルプス南部の蛇紋岩地に
のみ生息するキク科植物イナトウヒレ
ンの花を見ることができました（写真
６）。（宮崎）

表1 南アルプスの森林の垂直分布

　参考：南アルプス世界自然遺産登録長野県連絡協議会「南アルプス概論　長野県版」（２０１２） 
　ＵＲＬ： ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍｉｎａｍｉ－ａｌｐｓ－ｂｒ．ｏｒｇ／ｉｍｇ／ｄａｔａ＿ｃｅｎｔｅｒ／ｄａｔａ／１０＿１＿ＭＡｇａｉｙｏｕ＿ｎａｇａｎｏ．ｐｄｆ

※南アルプス世界自然遺産登録長野県連絡協議会
　「南アルプス概論　長野県版」(２０１２) より引用
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